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５ 発表概要　
近年、発表者らは、木材の経年による変化の詳細を検討することを目的として、

温度―時間換算則に基づき、熱処理によって人為的に促進劣化処理した現生材を用

いた実験を行ってきた。その一方で、関連研究機関および行政機関などと連携し、

従来のシステムでは入手不可能であった指定文化財である歴史的建造物の修理現場

の取替え古材を生存圏研究所材鑑調査室の資料として収集してきた。

そこで、現在は、近年の取り組みで実験可能となった古材試料の中から、飛鳥、

奈良平安、鎌倉、室町、江戸、明治、大正・昭和、現生まで、各時代を代表する試

料をそれぞれ選定し、年輪年代学をはじめ、C14 年代などを含めた木質科学的手法
を総合することにより、古材の材質評価についての取り組みを行なっている。

木材の経年変化を明らかにすることは、材料特性を把握し、資源の有効利用のた

めにも必須の解明課題であるが、さらには、建築様式や文書、加工痕など人文科学

的手法を主体とする指定文化財建造物の修理事業における現状の調査研究に対して

も、C14年代や年輪年代学、さらには木質科学や材料学による自然科学的手法を複
合した本研究のようなアプローチは不可欠となるであろう。

人文科学と自然科学両者を融合し、新たな学際領域を目指す上でも、本プロジェ

クトは初めの一歩となりうると考えている。現時点での取り組みと今後の計画につ

いて報告する。


